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（津山地区）

今野  光 行   さん
みつ ゆき

緯 ０２２５（６９）２４２０

　行政相談は、国や県、市などへの意見、要望、苦情な

どの相談に応じ、その解決や実現をお手伝いするもので

す。行政相談委員は、いつでも自宅などで皆さんからの

相談に無料で応じ秘密は守られます。市役所の仕事など

について、「分からない」、「説明に納得できない」、「事務

処理が間違えているのではないか」などの苦情や要望な

どを受け付けますので、お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】

　総務部総務課　総務法制係　緯０２２０（２２）２０９１

悩みや苦情はまず相談

行政についての相談は
相談委員までお気軽に

（南方地区）

佐々木  振 作   さん
しん さく

緯 ０２２０（５８）２５５３

（石越地区）

阿部  雅  昭 さん
まさ あき

緯 ０２２８（３４）３２３９

（米山地区）

佐々木  啓 さん
けい

緯 ０２２０（５５）２０２３

（豊里地区）

後藤  昇 さん
のぼる

緯 ０２２５（７６）０６７８

（中田地区）

秋山  紀  久  子 さん
き く こ

緯 ０２２０（３４）７２２５

（東和地区）

大崎  俊 二
しゅん

   さん

じ

緯 ０２２０（４２）２９７６

（登米地区）

竹内  秀 男   さん
ひで お

緯 ０２２０（５２）２４５５

（迫地区）

尾形  重  雄 さん
しげ お

緯 ０２２０（２２）３４４３

　市では、平成１４年以降、毎年３０人近くの人が自殺で

亡くなっていて、残念ながら自殺死亡率は国・県の平

均より高い水準にあります。

　自殺は個人だけの問題ではなく、生活問題・健康問

題、家庭や学校・職場での人間関係の悩みなど、さま

ざまな要因が複雑に絡み合って起こることから、社会

的な取り組みを行い防いでいくことが大切です。

　そのため市では、自殺予防の取り組みとして、毎月

1日を、登米「いのちを育む日」と定め、電話相談を

実施するなど、積極的な呼び掛けを行います。かけが

えのない大切な「心といのち」を、共に考え支え合う、

心に優しい地域づくりを進めていきましょう。

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　地域保健係　

　　　　　　　緯 ０２２０（５８）２１１６

～　一人一人の「いのち」を大切にするために、わたしたちができること　～
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支え合おう「心」と「いのち」

登米いのちホッとテレホン

 0120 (  870  ) 
は な そ う

 10 
と

 8 
め

産土日祝祭日を含む、２４時間いつでも掛けられます。

産名前を名乗る必要はありません。

産電話相談員は、２年間の研修を終了し、認定された相談

　員です。

「いのちを育む日」総合電話相談（登米市福祉事務所内）
産相談時間　毎月１日　午前８時３０分～午後５時１５分

　※「いのちを育む日」（各月の１日）が、土日祝日の場合

　　でも、上記の時間で開設します。

緯0220（58）5591

一人で悩まないで まずは相談一人で悩まないで まずは相談をを
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水
道
料
金
の
支
払
い
や
給
水
開

始
・
休
止
、
検
針
業
務
な
ど
を
行

う
登
米
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

の
開
所
式
が
４
月
１
日
開
催
さ
れ
、

関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

業
務
の
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
市
長
が
「
民
間
が
持
っ

て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
利
用
し
、
業
務
の
一
層
の
効
率

化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
、

あ
い
さ
つ
。
委
託
業
者
を
代
表
し

て
フ
ジ
地
中
情
報
㈱
の
杉
山
社
長

が
「
こ
の
取
り
組
み
が
、
ほ
か
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
災
害
時
の
相
互
協
定

に
関
す
る
調
印
式
が
行
わ
れ
、
フ

ジ
地
中
情
報
㈱
東
北
支
店
の
福
川

支
店
長
と
市
長
が
調
印
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
設
備
の
老
朽
化
に
よ
り

休
館
し
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
登
米
市
民
プ
ー
ル
で
も
、
天
井

の
張
り
替
え
や
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置

な
ど
の
工
事
が
終
了
し
４
月
９
日
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
典
が

センターの完成を祝い関係者がテープカット

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す

　
　
  水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
・
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
関
係
者
や
利
用
者
な
ど

約
　
人
が
参
加
。
松
川
館
長
は
、

３０

「
心
機
一
転
し
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
市
民
の
健
康
維
持
に
努
め
た

い
」
と
、
あ
い
さ
つ
。
さ
く
ら
学

園
園
児
に
よ
る
演
舞
の
披
露
や
、

市
中
総
体
４
０
０
㍍
記
録
保
持
者

に
よ
る
泳
ぎ
初
め
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
終
了
後
に
は
、
水
中

運
動
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
体
験
会
が
実

施
さ
れ
、
利
用
者
は
久
々
の
水
の

感
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

災害時の応援協力を相互に誓いました

園児の声援を受けての泳ぎ初め

　
市
と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
日
々
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
活
動
を
し
て
い
る
、
市
内
の

行
政
区
長
を
対
象
に
、
４
月
　
日
１５

登
米
祝
祭
劇
場
で
、
登
米
市
区
長

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
市
側
か
ら
全
行
政

区
の
区
長
に
対
し
て
、
市
の
予
算

と
ま
ち
づ
く
り
、
主
要
事
業
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
や
、
事
業
へ
の

協
力
依
頼
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
区
長
さ
ん
は
日
々
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
接
し
、
行

政
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
取
り
ま

と
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
協
力
を
願
い
た
い
。

新
し
く
区
長
に
就
任
し
た
人
に
は
、

市
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
つ

い
て
広
く
承
知
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
で
は
、

各
区
長
か
ら
市
政
執
行
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
す
る
意
見
、

提
言
な
ど
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
市

政
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。

「引き続き、まちづくりへの協力を」と述べる市長 市内各町域の行政区長が一堂に参加

住みよい
まちづくりを
全地区の区長が一堂に集う

登米市区長会議


